
計画期間

2008年7月～2011年3月

BIG=Business Improvement (経営改善) & Governance

新中期経営計画

オートバックスＢＩＧプラン
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ＢＩＧプラン方針

『企業価値の最大化』

～経営効率の向上と
コーポレート･ガバナンスの強化～

・国内オートバックス　
　ＦＣ事業への経営資
　源の集中とコスト効
　率化による収益性　
　向上　　
・将来の成長の柱とな
　る事業、分野の選定

・資産/資本効率
の向上

事業戦略 財務戦略

・経営体制再構築　
　　 ・リスクマネジメント強化

ガバナンス体制
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ＢＩＧプランの方向性
～規模拡大路線から収益性重視へ～

規模拡大路線 収益性重視

• カー用品事業に加え､周辺事業
拡大

• 成長戦略の柱として海外積極　
展開

• 売上成長優先のための本部機
能拡大

• 売上成長による投資収益性向
上

• 監督･執行の分離と､執行スピー
ドの向上

• 事業の選択と集中の早期実現と､
将来の成長基盤構築

• 経営資源の集中とコスト効率化
による収益性向上

• 意思決定プロセスの精度向上の
ためのガバナンス体制強化

前回中期経営計画 ＢＩＧプラン
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ＢＩＧプランの事業改革イメージ
経営資源を再配分し、成長を見込める事業分野に経営資源を集中

カー用品

車検・整備、
車販売
・買取

その他
国内新規・
海外事業

事
業

• 将来の収益
悪化懸念
– 国内カー

用品市場
の縮小

　将来の
　成長の柱
　として
　積極展開

前回中期経営計画前回中期経営計画 ＢＩＧプランＢＩＧプラン

• 事業展開の遅れ
による収益未達

• 収益化の遅れに
伴う赤字拡大

• 各事業への
経営資源の分散

• 事業の
抜本的
見直し
による
赤字解消

経営資源
を再配分

• 成長の柱となる国、
事業を選定

• 国内オートバックスＦＣ事業の強化
– 店舗収益力の向上
– エリア戦略の再構築
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前回中期経営計画の総括

事
業
戦
略

国内

財務戦略

ガバナンス
体制

総括総括

• 車検・整備、車販売・買取においては、事業戦略の
方向性は正しかったが、当初の計画より展開が遅
れ収益化未達

• 急速な周辺新規事業展開による経営資源の分散

• 出店遅れにより、シェア拡大は未達
– 都市部での物件不足
– 小商圏フォーマットの未確立

• 国内新規･海外事業の広範な展開による資産/資本
効率の低下

• スピード向上に見合う､チェック体制・牽制機能の未
整備

狙い狙い

• トータルカーライフ戦略：　　　　
　カー用品事業に加え､
周辺事業拡大

• エリアドミナント戦略：　　　　　　
　店舗最適配置によるエリア　　
　シェアの拡大

• 売上成長による投資収益性　
向上

• オフィサー制導入による監督･
執行の分離と､執行スピードの
向上

海外

本部機能
/コスト

• 国内新規・海外事業の広範な展開に伴うサポート　
機能拡充とコスト増加

• 収益化の遅れに伴う赤字拡大
• 各国への経営資源の分散

• 売上成長優先のための本部　
機能拡大

• 成長戦略の柱として積極展開
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ＢＩＧプランによる連結営業利益改善目標

69億円

国内事業 海外事業 機能/コスト
2008年3月期

実績
2011年3月期

（目標）

160億円25億円

40億円

26億円

※事業毎の改善額は目標概算額
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ＢＩＧプラン骨子と施策の方向性

施策の方向性施策の方向性

• 店舗収益力の向上（トータルカーライフ店舗へ）
　　－タイヤ・オイル・バッテリー、車検整備など高粗利商品・　　　

　　 サービスの販売構成比を高め収益力を強化
　　－ＣＲＭ(※１)強化による顧客売上およびコスト効率の向上
　　－「スゴ買い」(※２) システム積極展開による車販売･買取拡大
• エリア戦略の再構築
　　－店舗最適配置計画の継続推進
　　－販売拠点の拡大
　　－既存店のリニューアル、改装による活性化
　　－エリア別経営体制の見直し

• 国別に方向性を見直し､2011年3月期に赤字解消
– 成長の柱となり将来の収益に貢献する国を選定

• 分散･重複した機能の集約とコスト管理の一元化による
コスト削減

• 人材育成による機能高度化

• 投資有価証券･非コア事業資産の圧縮
• 増配と自社株買いによる株主還元の強化

• 社外取締役･社外監査役の増員
• 意思決定プロセスの改善 等

事
業
戦
略

国内

財務戦略

ガバナンス
体制

海外

本部機能
/コスト

ＢＩＧプラン骨子ＢＩＧプラン骨子

• オートバックスFC事業の　
強化

　 ～経営資源の集中配分～

• 資産/資本効率の向上

• 経営体制再構築とリスク　
マネジメント強化

• 本部機能/コストの効率化

• 抜本的見直しによるメリハリ
のついた展開

※１：ＣＲＭ＝カスタマー・リレーションシップ・マネジメント
※２：「スゴ買い」：＝車両買取システム：車両査定・買取金額の設定などの専門知識及び経験
　　　　　　　 が不要になるシステム
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海外事業の方向性
国別の方向性を抜本的に見直し､成長の柱となる国を選定

• 撤退

– 撤退する場合､撤退
方法及び時期は　　
状況を鑑み判断

• 各国の事業計画を精査

– 精査中は事業拡大
のための投資を凍結

– 第三者の客観評価を
実施

– 7月より新体制にて
本格検討

• 企業価値向上に寄与
するか評価

– 将来の収益性改善･
追加投資額も含め
て精査

YES

NO

• 将来の収益化に向け経
営資源を投下

– 達成目標を明示

– 計画から乖離した
場合は再評価
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株主還元の強化施策
増配､自社株買いによる株主還元を実施

配当金

• 2011年3月期における自己資本配当率
（DOE）3％を目指し、業績を勘案しながら
配当水準を決定する

※2008年3月期末配当金として当初予想より40円増配の
１株当たり70円を予定（年間配当金は１株当たり100円）

　 2009年3月期の年間配当金は１株当たり100円を予定

（中間50円、期末50円）

自社株
買い

• 機動的な自社株買いを実施

※5月16日から6月20日において、上限株数80万株、上限
金額28億円の自社株買いを実施予定（5月15日発表）

財務方針を踏まえ　
株主還元を強化

• 手元流動性は
300億円程度

• 財務の安全性の
確保

• 資本効率の向上
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ガバナンス体制の強化施策

2007年12月以降実施済の取組み2007年12月以降実施済の取組み

• 社外取締役2名､社外監査役1名の
増員 (2008年6月株主総会に提案) 

• 内部統制管理室の新設
• 適時開示体制､プロセスの再整備

• 重要案件の審議プロセスの見直しに
よる判断材料の質の向上とリスク
把握精度の向上

• 経営会議の役割見直しとオフィサー
会議の新設

• リスクマネジメント方針の策定
• 全社的リスク評価の実施
• リスクマネジメント委員会の設置
• リスクマネジメント規程､危機管理規

程､マニュアルの策定

今後の取組み今後の取組み

経営体制の
強化

• 全社的な組織構造の再点検
• オフィサー制の再点検
• 人員の最適配置の設計
• ガバナンス委員会の設置

• 意思決定プロセスの改善
– 効果測定と効果検証及び報告　

の徹底
– 稟議制度の運用徹底

(牽制機能の強化) 

• リスクに関する規程等の再整備
• リスク回避施策の検討､導入リスクマネジ

メント方針と
体制の整備
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ＢＩＧプランの達成目標

ＲＯＥ
（連結）

7%以上
(2011年3月期) 

規模拡大路線から収益性重視へ
• 収益性の指標を目標に設定
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今後のＢＩＧプラン対外発表予定

発表内容 進捗報告 最終結果報告発表

5月
（本日）

11月 5月 11月 5月 11月 5月

半期毎の決算発表
にあわせ､ＢＩＧプラ
ンの進捗状況につ
いて発表

BIGプランの
最終結果に　　
ついて発表

前回の中期経営
計画の総括とあわ
せ、新たな中期経
営計画を発表

2008年 2009年 2010年 2011年

発表時期
7月

ＢＩＧプラン始動

新体制に移行し、
海外事業の方向
性を含め、本格的
な検討を開始


